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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
日本芸術文化振興会では国立劇場、演芸場、能楽堂、国立劇場おきなわ、新国立劇場の6つの劇場において文化プログラムの取り組みを行っている。取組にあたっての考え方として、外国人向け公演や音声ガイドサービス等の多言語化の推進、様々な世代に合わせた公演や障害者の観劇支援等より幅広い層への普及に向けた取組、さらには地方や海外での公演、他機関との連携等も行っている
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
伝統芸能においては、外国人向け鑑賞教室　Discover公演は、2015年試行的に実施した歌舞伎を皮切りに、2016年には文楽、能狂言、組踊の各ジャンルでも実施し、歌舞伎においては2017年にスペイン語、2018年にフランス語の音声ガイドを追加した。また、2017年には能楽ミニ公演、2019年は文楽公演の日程追加等公演数の拡充も行う予定である。2020年は各ジャンルの公演をさらに拡充するほか、【夏休み文楽公演】の東京開催や、様々な伝統芸能を短時間で紹介する公演【伝統芸能フェスティバル】等新たな取組についての実施に向けた調整を行っている
現代舞台芸術においては2009年から行われている【バレエ・アステラス公演】（海外で活躍する若手日本人芸術家等を集めた公演）を継承し、日本と世界の若手芸術家の交流、紹介公演を2018年より各ジャンルにおいて行う。【オペラ夏の祭典】では海外から演出家、交響楽団を招聘するほか、共同制作や劇場連携等、国内外での交流を図りながら2020年を盛り上げていく。
beyond2020プログラムについては昨年度、主催公演等255件のイベントを登録したほか、芸術文化振興基金助成団体（平成29年度採択件数1049件）に対して参加要請を行った。
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